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【資料４】 他事業におけるトラブル事例



トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について

位置図

※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋
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平面、縦断図

※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋

トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について
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東京外かく環状道路（関越～東名） 延長16.2km



※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋

トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について

陥没の状況
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トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について

地質状況図

※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋

とねり

舎人層
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※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋、一部加筆

東久留米層「His層」 締まった砂礫・砂・固い粘土層の薄層を挟む地層（細粒分10％以下、均等係数5以下）

陥没の推定要因

トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について

とねり

舎人層
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陥没の推定メカニズム（1）

※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋

トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について
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陥没の推定メカニズム（2）

※説明会資料「東京外かく環状道路工事現場付近での地表面陥没事象等について（東日本高速道路2021/4/2～7）」より抜粋

トラブル事例① 道路事業で発生した陥没事故について
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トラブル事例② 鉄道事業で発生した陥没事故について

位置図、平面・縦断図

※「新横浜トンネルに係る地盤変状検討委員会 報告書」より抜粋に一部加筆

土被り16ｍ
土被り57ｍ
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地質状況図

※「新横浜トンネルに係る地盤変状検討委員会 報告書」より抜粋

トラブル事例② 鉄道事業で発生した陥没事故について
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※「新横浜トンネルに係る地盤変状検討委員会 報告書」より抜粋

トラブル事例② 鉄道事業で発生した陥没事故について

陥没の状況
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陥没の推定要因

※「新横浜トンネルに係る地盤変状検討委員会 報告書」より抜粋に一部加筆

６月12日陥没箇所-陥没前 ６月12日陥没箇所-陥没後

土被り１８ｍ

トラブル事例② 鉄道事業で発生した陥没事故について
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陥没の推定メカニズム（1）

※「新横浜トンネルに係る地盤変状検討委員会 報告書」より抜粋

トラブル事例② 鉄道事業で発生した陥没事故について
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【鶴見調節池における地盤条件】
○シールド掘削断面
最大粒径30mm、細粒分33.86～95.85％、砂質土の均等係数はおおむね10以上、粘性土の粘着力は100kN/m2

以上と非常に硬い、自立性が高い地盤である。

○掘削断面上部の地盤
互層であり、表層部には軟弱粘性地盤が分布しているが、シールド掘削層の直上には大阪層群（N値が50以上の
非常に密な砂質土と、粘着力が高く、非常に硬い粘性土が東側に深く傾斜する互層地盤）が14～54m分布して
おり、掘削による地山の緩み等の影響が地表面まで伝達しにくい地盤である。

表層部

大阪層群

鶴見調節池の地盤条件についての考察

※ 粒度分布は、一般的に均等係数で評価。 「悪い」＝４～５以下、「良い」＝１０以上
※ 細粒分とは、粒形0.075mm未満の割合
※ 粘性土の粘着力は、道路土工-仮設構造物工指針（日本道路協会）を参考に評価。

「硬い」＝50～100kN/m2、「非常に硬い」＝100～200kN/m2、「固結した」＝200以上kN/m2

※ 細粒分が少なく、均等係数が小さい砂質層などは、自立性が乏しくなる。（東京外かく環状道路 有識者委員会報告書抜粋）

東西
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寝屋川北部地下河川 鶴見調節池における考察

○ 道路事業、鉄道事業ともに陥没事故の直接の原因は、シールド掘進中に土砂を過剰に取り込み

過ぎたことで、掘削断面上部に空隙が発生し、その影響が地表面まで達したことで発生したものであ

る。

○ 鶴見調節池のシールド工事においても、切羽土圧及び泥水性状の管理、掘削土砂の土量管理を

適切に行うことが、陥没事故防止において最も重要な対策と考えている。

○ 一方、鶴見調節池におけるシールド掘削層は、細粒分が33.86～95.85％であり、砂質土層の均等

係数が高く、粘性土の粘着力についても100kN/m2以上と固く、自立性が高い地層となっている。

○ また、掘削層の上面には、大阪層群（N値が50以上の非常に密な砂質土と、粘着力が高く、非常に

硬い粘性土が東側に深く傾斜する互層地盤）が14～53mの厚みで分布し、地表面までの土被りも３６

～７０mと深い。

○ 以上から、鶴見調節池のシールド工事において陥没事故を防止するためには、適切な施工管理を

行うことは当然として、万一、掘削による地山の空隙や緩み等が発生した場合でも、トラブル事例の

ように、空隙や緩みの影響が地表面まで伝達するリスクの低い、地盤条件、施工条件と言える。
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鶴見調節池の地盤条件についての考察


